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1. 2020年3月期第1四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 3,051 0.5 139 △40.1 148 △34.9 98 5.4

2019年3月期第1四半期 3,034 7.4 233 38.8 228 34.8 93 △10.3

（注）包括利益 2020年3月期第1四半期　　88百万円 （△1.2％） 2019年3月期第1四半期　　89百万円 （△21.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第1四半期 7.06 ―

2019年3月期第1四半期 6.70 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 13,141 9,085 69.1

2019年3月期 13,675 9,123 66.7

（参考）自己資本 2020年3月期第1四半期 9,085百万円 2019年3月期 9,123百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 5.00 ― 9.00 14.00

2020年3月期 ―

2020年3月期（予想） 5.00 ― 7.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,800 7.1 1,300 △4.2 1,250 △7.6 770 △12.3 55.21

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期1Q 13,950,000 株 2019年3月期 13,950,000 株

② 期末自己株式数 2020年3月期1Q 2,062 株 2019年3月期 2,062 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期1Q 13,947,938 株 2019年3月期1Q 13,947,943 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。

※ 「2019年3月期 決算短信」より日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 
（1）経営成績に関する説明 
 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策等により企業収益や

雇用情勢の改善を背景に緩やかな回復基調が継続しました。 

一方で海外経済は通商問題の動向、中国経済の先行き、政策に関する不確実性など、依然と

して不透明な状況が続いております。 

航空業界では、引き続き訪日旅客は昨年度を上回る水準で推移しており、国際線の路線開

設・増便が進み、需要は堅調に推移しております。 

このような状況下における当社業績は、動力事業は堅調に推移し増収した一方で、整備事業、

付帯事業では減収となったものの、売上高合計は 30 億 51 百万円と前年同期比 16 百万円

（0.5％）の増収となりました。 

営業費用につきましては、原材料費や、減価償却費が減少したものの、適正な人員配置によ

る労務費の増加により、29億 11 百万円と前年同期比１億 10百万円（3.9％）の増加となりま

した。 

以上により、営業利益は１億 39 百万円と前年同期比 93百万円（40.1％）の減益、経常利益

は、１億 48百万円と前年同期比 79百万円（34.9％）の減益、親会社株主に帰属する四半期純

利益は、前期に繰延税金資産の取り崩しに伴い法人税等調整額が増加していたため、当期は法

人税等調整額が減少し、98百万円と前年同期比５百万円（5.4％）の増益となりました。 

 
各セグメントの業績は次のとおりです。 
 
① 動力事業 

航空需要拡大と前期 10 月より中部空港にて事業開始したことに伴い電力供給機会が

大幅に増加したことや、A350、787 機材増加に伴い便単価が上昇したことにより、売上

高は 14億 52百万円と前年同期比１億 21百万円（9.1％）の増収となりました。 

セグメント利益は、上記増収に加え、整備維持費の抑制等により、３億 44百万円と前

年同期比 60百万円（21.4％）の増益となりました。 

 
② 整備事業 

関西空港において旅客手荷物搬送設備の更新工事に係わる別途契約業務の受注減や、

中部空港において動力事業を展開したことに伴い、動力設備保守契約が減少したこと等

により、売上高は 11億 70百万円と前年同期比 43百万円（3.6％）の減収となりました。 

セグメント利益は、上記減収に加え、労務費の増加等により、75百万円と前年同期比

82百万円（52.1％）の減益となりました。 

 
③ 付帯事業 

新規事業の小売電気販売の増加や、ビジネスジェット駐機数の増加等により増収した

一方で、前期の特需であった航空機用電源設備設置工事の受注減等により、売上高は４

億 28百万円と前年同期比 61百万円（12.5％）の減収となりました。 

セグメント損益は、減収による原材料費が減少した一方で、労務費の増加等により、

20百万円の損失となり、前年同期比 25百万円の減益となりました。 
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（単位：百万円） 

 

売上高 セグメント利益又は損失（△） 

2019年３月期 

第１四半期 

2020年３月期 

第１四半期 

前年同期比 

（％） 

2019年３月期 

第１四半期 

2020年３月期 

第１四半期 

前年同期比 

（％） 

 

動力事業 1,330 1,452 109.1 283 344 121.4 

整備事業 1,214 1,170 96.4 158 75 47.9 

付帯事業 489 428 87.5 4 △20 － 

合 計 3,034 3,051 100.5 446 399 89.5 

全社費用*    213 259 122.0 

営業利益    233 139 59.9 

＊全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費です。 

 
（2）財政状態に関する説明 

 
（資産） 

流動資産は、前連結会計年度（以下「前期」という）末比４億 11 百万円（5.9％）減少の

65 億 91 百万円となりました。これは、受取手形及び営業未収入金が８億 46 百万円減少し、

現金及び預金が２億 87百万円、商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品が１億 75百万円増

加したこと等によります。 

固定資産は、前期末比１億 23百万円（1.8％）減少の 65億 49百万円となりました。これは、

主に有形固定資産が 66百万円、投資その他の資産が 53百万円減少したこと等によります。 

この結果、総資産は前期末比５億 34百万円（3.9％）減少の 131億 41百万円となりました。 

 
（負債） 

流動負債・固定負債は、前期末比４億 97 百万円（10.9％）減少の 40 億 55 百万円となりま

した。これは、営業未払金が１億 55百万円、未払法人税等が１億 76 百万円、未払費用が１億

15百万円、流動負債・固定負債を合算した借入金が 85百万円減少したこと等によります。 

 
（純資産） 

純資産合計は、前期末比 37 百万円（0.4％）減少の 90 億 85 百万円となりました。これは、

親会社株主に帰属する四半期純利益及び剰余金の配当を加減算した結果、利益剰余金が 27 百

万円減少したこと等によります。 

 
（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明  

 

当第１四半期におきましては、ほぼ計画通りに推移しておりますので、2019年５月 13日に

発表しました通期業績予想を変更しておりません。 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

 （当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

 （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

 
Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)   
 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                    (単位：千円) 

 
 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 

 
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

  ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

 動力事業 整備事業 付帯事業 合計 

売上高     

 (1) 外部顧客への売上高 1,330,976 1,214,192 489,425 3,034,594 

 (2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
7,201 24 45,574 52,800 

計 1,338,178 1,214,216 535,000 3,087,394 

セグメント利益 283,770 158,453 4,163 446,387 

利  益 金  額 

報告セグメント計 446,387 

全社費用（注）          △213,068 

 四半期連結損益計算書の営業利益 233,318 
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)   
 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                    (単位：千円) 

 
 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 

 
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

   

 動力事業 整備事業 付帯事業 合計 

売上高     

 (1) 外部顧客への売上高 1,452,602 1,170,429 428,231 3,051,263 

 (2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
354 75 60,041 60,471 

計 1,452,956 1,170,505 488,272 3,111,735 

セグメント利益又は損失（△） 344,605 75,968 △20,927 399,645 

利  益 金  額 

報告セグメント計 399,645 

全社費用（注） △259,851 

 四半期連結損益計算書の営業利益 139,794 




